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金

　

花

　

銀

　

の

　

展

　

開

　
　
　
　
　
　
　

一

　

銀
が
貨
幣
と
し
て
の
機
能
を
完
全
に
腿
揮
し
、
銅
銭
妙
等
の

通
貨
を
墜
倒
し
た
の
は
明
代
に
始
ま
る
。
現
物
納
を
本
来
の
姿

と
し
て
ゐ
た
租
税
が
、
殆
ん
ど
銀
納
と
た
っ
て
了
っ
た
の
も
、

亦
明
代
か
ら
始
ま
る
。
金
花
銀
と
は
此
の
租
税
の
銀
納
、
服
密

に
言
へ
ば
田
賦
の
銀
納
に
開
連
し
た
事
柄
で
あ
り
、
之
に
開
し

て
は
清
水
泰
次
氏
の
雄
篇
「
明
代
に
於
け
る
租
税
銀
納
の
晋
迪
」

（
東
洋
學
報
第
二
１
　
二
巻
第
三
琥
）
の
中
に
詳
し
い
。
小
篇
に
於

て
は
、
氏
の
鯛
れ
ら
れ
な
か
っ
た
鮎
を
問
題
と
し
て
、
か
Ｘ
る

解
禅
も
或
は
許
さ
れ
る
で
あ
ら
う
か
を
試
み
た
に
過
ぎ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　

ニ

　

明
初
田
賦
は
米
布
絹
等
の
現
物
納
で
あ
り
、
間
々
銀
銅
銭
妙

を
以
て
代
納
せ
し
め
る
事
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
天
災
地
使
に

對
す
る
救
済
又
は
滞
納
租
税
に
對
す
る
恩
典
等
と
し
て
探
ら
れ

た
臨
時
的
措
置
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
而
も
永
楽
年
間
妙
専
用
の

堀

　
　

井

-

雄

通
貨
政
策
を
探
っ
て
銀
使
用
の
禁
を
敲
に
し
て
か
ら
は
、
銀
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①

よ
る
田
賦
の
代
納
ま
で
も
姿
を
前
し
て
了
っ
た
。

　

然
る
に
正
統
元
年
田
賦
を
銀
で
代
納
せ
し
め
る
命
令
印
ち
田

賦
折
銀
令
が
腿
せ
ら
れ
る
に
及
ん
で
、
銀
使
用
の
禁
も
弛
み
、

銀
丿
心
後
公
欽
と
流
通
し
、
朝
野
挙
っ
て
銀
を
使
用
す
る
に
至

　

4
0 　

つ
た
。
其
の
田
賦
折
銀
令
と
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

一

英
宗
即
位
。
収
賦
有
米
泰
折
銀
之
令
。
（
明
史
八
一
、
食
貨

五
、
銭
紗
）

至
正
統
元
年
。
（
中
略
）
米
亦
一
石
折
銀
二
銭
五
分
。
南
畿
浙

江
江
西
湖
廣
扁
建
廣
東
廣
西
米
妾
共
四
百
態
萬
石
。
折
銀
百
。

萬
齢
南
。
大
内
承
速
庫
。
謂
之
金
花
銀
。
逼
ハ
後
漑
行
於
天
下
。

白
起
速
兌
軍
外
。
糧
四
石
収
銀
一
両
解
京
。
以
１
　
永
例
。
（
明

史
七
八
、
食
貨
二
、
賦
役
）

正
統
元
年
。
改
折
漕
糧
。
歳
以
百
萬
篤
額
。
査
解
内
承
速
庫
。

不
復
迭
南
京
。
自
給
武
臣
縁
十
態
萬
爾
外
。
皆
馬
御
用
。
所
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謂
金
花
銀
也
。
（
明
史
巻
七
九
、
食
言
二
、
倉
庫
）

　

右
に
よ
っ
て
明
か
た
如
く
、
田
賦
？
一
部
紅
銀
に
換
算
し
て

北
京
へ
逍
ら
し
め
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
銀
を
金
花
銀
と
謂
ふ

の
で
あ
る
。
故
に
金
花
銀
の
性
質
は

　
　

一
、
税
糧
四
石
を
銀
一
雨
に
換
気
す
る
折
糧
銀
で
あ
り

　

二
、
年
百
萬
齢
附
を
定
額
と
し

　

三
、
京
へ
送
り
内
承
運
庫
へ
収
納
し
て

　

四
、
武
臣
の
俸
禄
を
給
す
る
外
は
皆
宮
中
の
費
川
と
し
た
。

で
あ
っ
て
、
此
の
法
令
は
南
畿
を
は
じ
め
江
南
諸
省
に
行
は
れ

た
と
云
ふ
の
で
あ
る
。

　

而
し
て
此
の
田
賦
折
銀
令
は
、
早
く
も
明
末
の
人
々
の
重
覗
｀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
③

す
る
所
と
な
っ
て
以
来
、
諸
書
に
大
書
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
が
、

此
等
諸
史
料
の
間
に
多
少
の
異
同
出
入
が
あ
っ
て
、
見
る
者
を

し
て
混
気
せ
し
め
る
。
右
の
説
明
は
此
の
混
乱
を
防
ぐ
篤
め
に
、

便
宜
上
明
史
の
記
事
に
借
り
て
、
田
賦
折
銀
令
及
び
金
花
銀
の

性
質
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
　
０
そ
れ
ら
諸
史
料
。
の
異
同
に
開
し

て
は
、
前
掲
の
論
文
に
於
て
清
水
氏
の
解
憚
が
輿
へ
ら
れ
て
ゐ

る
が
、
明
史
そ
の
他
諸
書
が
説
く
如
く
、
金
花
銀
は
常
に
其
一

雨
が
粕
四
石
た
る
換
算
孝
を
維
持
し
た
も
の
だ
ら
う
か
。
又
明

會
典
・
の
金
花
銀
に
對
す
る
説
明
に
、

　

國
初
所
折
糧
也
（
唇
二
十
戸
部
十
七
庫
順
一
内
府
庫
）

と
言
ふ
以
上
、
金
花
銀
な
る
名
碍
は
何
時
何
處
に
起
っ
た
か
。

’
更
に
又
明
末
の
上
奏
文
乃
至
著
書
に
、
金
花
銀
に
對
す
る
説
明

句
や
定
義
を
引
用
せ
る
も
の
が
多
く
現
は
れ
る
の
は
何
故
で
あ

ら
う
か
。
明
末
天
啓
時
の
宦
官
劉
若
愚
の
用
宮
史
や
酌
中
志
に

「
今
之
金
花
銀
也
」
と
あ
る
は
如
何
に
解
憚
さ
る
べ
き
｀
か
。
叉
か

ｘ
る
重
要
な
田
賦
折
銀
令
の
記
事
に
相
営
す
る
記
載
を
明
賓
録

に
求
む
る
に
。

　

命
江
南
租
税
折
収
金
心
心
正
統
元
年
八
月
庚
辰
）

と
し
て
、
・
金
花
銀
な
る
名
栴
を
用
ぴ
て
ゐ
な
い
。
そ
れ
ば
か
り

で
な
く
、
事
中
央
に
開
す
る
限
り
現
存
史
料
中
最
も
板
威
あ
る

明
賓
録
に
、
此
の
時
以
後
嘉
靖
末
に
至
る
ま
で
折
籾
銀
と
言
っ

て
、
明
史
及
び
諸
史
の
所
謂
金
花
銀
に
相
富
す
べ
き
記
事
に
も
、

そ
の
名
を
以
て
呼
ば
す
、
隆
慶
以
後
に
漸
く
散
見
す
る
は
、
一

胎
何
を
物
語
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。
等
二
三
の
疑
問
に
、
一
庶

の
解
祥
を
下
し
て
み
た
い
。
や
が
て
そ
れ
は
金
花
銀
な
る
漑
念

の
登
展
に
開
す
る
一
つ
の
解
称
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

三

　

「
蘇
松
熟
し
て
天
下
足
る
」
と
は
人
口
に
紅
灸
し
た
有
名
な
言

葉
で
、
江
南
は
支
那
に
於
け
る
財
庫
と
言
ふ
べ
き
で
あ
り
、
「
三

-－４



釦

　

災
賦
和
之
重
。
甲
於
天
下
」
と
は
叉
明
人
の
常
に
搦
す
る
皿
で

　
　

南
直
隷
蘇
松
地
方
は
明
一
代
を
通
じ
、
そ
の
國
初
か
ら
賦
税
に

　
　

開
し
て
種
々
問
題
の
起
る
地
で
あ
っ
た
。
殊
に
大
組
が
天
下
を

　
　

平
定
せ
る
時
、
蘇
松
地
方
は
頑
強
に
抵
抗
し
た
張
士
誠
の
嫁
る

れ④所

．｀

　

でヽ

あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
怒
っ
て
税
額
を
重
く
し
た
と
言
は

宣
宗
は
之
を
憐
ん
で
減
税
を
命
じ
、
周
枕
を
し
て
此
の
地

を
巡
撫
せ
し
め
た
。
周
沈
は
民
の
負
鐙
を
樫
か
ら
し
め
ん
篤
め
、

宣
徳
八
年
こ
の
地
方
に
施
行
し
た
田
賦
の
折
銀
法
に
於
て
、
金

花
銀
一
雨
一
銭
を
平
米
四
石
六
斗
或
は
四
石
四
斗
に
准
ぜ
し
め

　

⑦
た
。
こ
れ
金
花
銀
の
起
原
で
あ
る
。

　

時
偶
々
軍
人
の
体
糧
問
題
を
導
火
線
と
し
て
、
都
察
院
右
副

都
御
史
周
鐙
や
巡
撫
江
内
侍
郎
趙
新
や
少
保
粂
戸
部
爾
書
黄
幅

等
の
高
官
連
が
、
夫
々
税
糧
を
銀
で
折
収
し
京
へ
迦
つ
て
軍
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②

の
体
祓
を
折
給
さ
れ
ん
事
を
奏
し
ヽ
行
在
戸
部
が
こ
れ
を
巾
ね

た
の
で
、

　

上
（
英
宗
）
曰
。
祖
宗
嘗
行
之
否
パ
爾
書
胡
淡
等
對
曰
。
太
祖

　

皇
帝
１
　
行
于
防
西
。
毎
妙
二
貫
五
百
文
折
米
一
石
。
黄
金
一

　

雨
折
二
十
石
。
白
金
一
雨
折
四
石
。
絹
一
疋
折
一
石
二
４
　
。

　

布
一
疋
折
一
石
。
各
隨
所
産
。
民
以
篤
便
。
後
叉
行
于
浙
江
。

　

民
亦
便
之
。
上
遂
従
所
請
。
（
明
責
録
正
統
元
年
八
月
庚
辰
）

の
結
果
、
正
統
元
年
の
田
賦
折
銀
令
が
狸
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
時
の
折
銀
察
は
、
こ
の
大
岨
の
時
の
例
に
従
っ
て

「
銀
一
雨
を
糧
四
石
に
折
す
」
る
事
と
し
た
の
で
あ
る
。
胡
淡

の
答
へ
の
最
後
に
、
「
後
叉
行
于
浙
江
」
と
あ
る
は
、
恐
ら
く
周

枕
の
折
銀
法
を
指
す
の
で
あ
ら
う
が
、
明
政
府
と
し
て
は
周
恍

の
法
に
倣
っ
た
の
で
な
く
、
あ
く
ま
で
祖
宗
の
荷
例
に
倣
っ
た

の
で
あ
る
か
ら
、
周
沈
の
折
徴
に
於
け
る
銀
の
名
孵
即
ち
金
花

銀
の
名
を
探
用
せ
す
、
た
麓
作
に
折
収
す
と
の
み
言
っ
た
の
で

あ
ら
う
。
さ
れ
ば
同
じ
く
田
賦
を
折
し
た
銀
で
あ
り
な
が
ら
、

金
花
銀
と
は
た
ゞ
南
直
隷
の
蘇
松
地
方
に
行
は
れ
る
特
栃
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
正
統
元
年
八
月
庚
辰
の
條
に
、
明
賓
録

が
金
花
銀
な
る
稲
呼
を
探
ら
な
か
っ
た
理
由
で
あ
る
。
且
つ
叉

金
花
銀
た
る
名
稀
が
、
少
く
と
も
嘉
靖
以
前
に
於
て
、
全
て
蘇

松
地
方
に
開
運
し
た
記
事
に
の
み
見
え
、
他
の
地
方
に
行
は
れ

た
事
を
示
す
史
料
が
皆
無
で
あ
る
以
上
は
、
か
く
解
さ
ゞ
る
を

得
な
い
で
あ
ら
う
。

　

然
る
に
。
此
の
正
統
元
年
の
田
賦
折
銀
令
は
、
前
引
の
明
史
七

１
　
八
食
貨
志
二
賦
役
の
記
事
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、
元
年
南
畿
浙

江
江
西
湖
廣
頴
建
廣
東
廣
西
等
の
江
南
地
方
一
帯
に
亙
っ
て
一

時
に
賓
施
せ
ら
れ
た
や
う
に
考
へ
ら
れ
る
が
、
竃
際
は
そ
の
後

-42-



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’
―

漸
次
普
及
し
て
行
っ
た
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は

左
の
記
事
が
示
し
て
ゐ
る
。

　

命
爾
廣
頴
建
。
営
輸
南
京
税
糧
。
悉
納
白
金
。
民
有
願
納
布

　

絹
者
蔀
。
（
明
賓
録
正
統
二
年
二
月
甲
戌
）

　

令
廣
西
布
政
司
ご

　

歳
以
四
萬
石
。
折
徴
銀
雨
解
京
。
其
飴
存
留
本
處
備
用
。
（
王

　

折
緬
文
献
通
考
、
田
賦
考
、
支
移
折
鍵
、
正
統
九
年
）

　

巡
撫
江
酉
行
在
吏
部
右
侍
郎
趙
新
奏
。
江
西
南
昌
豊
城
等
府

　

懸
折
糧
銀
三
十
七
萬
齢
爾
。
起
解
赴
京
。
慮
有
江
湖
不
測
之

　

虜
。
乞
座
付
官
紅
撥
軍
防
途
。
奏
下
行
在
戸
部
。
覆
奏
従
之
。

　
　
　
　

（
明
賓
録
正
統
三
年
二
月
庚
午
）

　
　
　
　

帥
ち
、
南
直
隷
や
江
西
地
方
は
早
く
折
糧
銀
が
行
は
れ
、
廣

　
　

東
廣
西
扁
建
に
は
正
統
二
年
二
月
に
行
は
れ
る
に
至
っ
た
の
で

　
　

あ
る
。
か
く
正
統
の
初
め
数
年
に
し
て
大
服
江
南
地
方
一
帯
に

　
　

普
及
し
た
の
で
あ
り
、
之
を
裏
書
き
す
る
事
賓
は
、
内
承
跳
庫

　
　

と
言
ふ
銀
庫
の
外
に
銀
の
貯
庫
ど
し
て
、
正
統
七
年
七
月
に
太

　
　

倉
銀
庫
が
建
て
ら
れ
た
事
で
あ
ら
５

９

。
折
銀
令
の
資
行
等
に
よ

　
　

り
銀
牧
入
の
嶮
加
し
た
結
果
に
外
な
ら
ぬ
。
江
南
一
帯
に
行
は

　
　

れ
た
こ
の
田
賦
折
銀
令
に
於
け
る
折
糧
銀
は
、
常
に
糧
四
石
が

Ｂ

　

銀
一
雨
に
換
算
せ
ら
れ
る
事
が
ヽ
原
則
で
あ
り
且
つ
特
色
と
し

て
必
た
。
さ
れ
ば
成
化
の
頃
、
、

　

鄭
州
知
州
余
靖
奏
。
本
州
災
傷
。
乞
暫
将
今
年
該
納
税
糧
。

　

照
依
１
　
方
事
例
。
’
毎
石
折
納
銀
二
銭
五
分
。
戸
部
覆
奏
。
上

　

従
之
。
（
明
賓
録
成
化
二
年
間
三
月
丁
亥
）

成
化
１
　
九
年
奏
准
。
鳳
陽
等
府
被
災
秋
田
糧
。
・
以
十
分
篠
率
。

減
免
三
分
。
其
蝕
七
分
。
除
存
留
外
。
起
蓮
者
照
江
南
折
銀

則
例
。
毎
石
徴
銀
二
鏡
五
分
。
澄
太
倉
銀
庫
。
別
項
敗
貯
備

逡
。
以
後
事
膿
相
類
者
。
倶
照
此
例
。
（
明
世
法
鐘
四
１
　
農

桑
、
両
菟
折
徴
）

と
て
、
「
南
方
事
例
」
又
は
「
江
南
折
銀
則
例
」
等
と
呼
ば
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑨

法
則
化
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
折
糧
銀
の
換
算
孝
は

米
價
の
騰
貴
に
よ
っ
て
軽
く
な
っ
た
篤
め
、
成
化
末
火
耗
な
る
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

附
加
税
を
堵
加
す
る
に
至
つ
だ
が
、
な
ほ
弘
治
十
八
年
頃
に
は

論
理
上
正
糧
四
石
が
銀
一
雨
た
る
原
則
を
維
持
し
て
ゐ
た
。

　

總
督
南
京
糧
儲
右
副
都
御
史
葉
贅
言
。
湖
廣
地
方
災
傷
。
京

　

趙
未
完
。
先
帝
下
所
司
議
處
。
石
折
銀
六
錆
。
所
以
寛
民
之

　

力
也
。
今
南
京
戸
部
復
令
加
納
火
耗
。
重
困
貧
民
。
戸
部
覆

　

議
。
荷
例
京
庫
之
銀
。
石
折
二
銭
五
分
。
以
其
頗
軽
故
。
有

　

火
釘
之
加
。
其
以
災
傷
折
銀
者
丿
止
牧
正
敷
。
不
得
妄
加
。
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1３2

　

従
之
。
（
明
賓
録
弘
治
１
　
八
年
十
一
月
己
丑
）

　

然
る
に
一
方
・
南
直
隷
の
蘇
松
地
方
に
行
は
れ
た
折
糧
銀
を

見
る
に
、
そ
れ
は
こ
の
地
方
で
特
に
金
花
銀
と
呼
ば
れ
て
、
周

恍
の
創
設
し
た
宣
徳
八
年
以
来
景
泰
の
初
頃
ま
で
、
糧
四
石
を

銀
一
雨
に
換
へ
し
め
る
折
銀
率
が
維
持
さ
れ
て
ゐ
た
が
、
景
泰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

の
初
頃
に
は
金
花
銀
は
行
は
れ
て
ゐ
た
か
っ
削
。
天
順
元
年
二

年
の
頃
は
銀
一
雨
が
糧
三
石
四
斗
乃
至
三
石
八
斗
で
あ
畑
、
天

順
六
年
以
後
成
化
六
年
迄
は
ヽ
再
び
銀
一
雨
糧
四
石
の
率
を
維
持

し
た
が
、
こ
の
頃
ま
で
は
大
服
金
花
銀
の
特
質
た
る
銀
一
雨
糧

四
石
の
折
銀
布
を
保
っ
て
ゐ
作
。
成
化
の
頃
米
の
市
價
が
騰
貴

し
て
そ
の
率
が
維
持
し
難
く
な
り
、
成
化
４
　
四
年
よ
り
弘
治
末

年
頃
ま
で
金
花
銀
一
爾
が
糧
二
石
五
斗
或
は
六
斗
と
腱
更
せ
ら

　

⑩
れ
、
正
徳
六
年
一
時
菖
例
に
復
し
て
金
花
銀
一
雨
を
糧
四
石
と

し
た
が
、
最
早
そ
れ
は
営
時
の
祀
會
経
済
の
賓
状
に
即
し
た
い

も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
翌
正
徳
七
年
か
ら
再
び
金
花
銀
は
低
落

　
　

⑥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

し
て
、
嘉
靖
七
年
頃
に
は
糧
二
石
に
折
せ
ら
れ
る
有
様
と
た
っ

た
。
か
く
た
っ
て
は
金
花
銀
の
特
徴
的
な
性
質
の
一
を
完
全
に

失
っ
た
も
の
と
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
金
花
銀
が
か
く
の
如
く

浮
動
し
っ
ｙ
け
た
が
故
に
、
後
説
の
如
く
金
花
銀
と
江
南
折
粗

銀
が
朕
に
混
同
さ
れ
そ
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
嘉
靖
の
頃
の
人
鄭
暁

に

　
　
　
　
　

’

　
　

・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

　

金
花
銀
者
。
不
同
米
之
貴
賤
。
毎
米
四
石
折
銀
一
部

の
言
あ
る
も
尤
な
る
か
な
で
あ
る
。

　

然
る
に
正
徳
嘉
靖
の
頃
と
も
な
れ
ば
、

　

凡
額
辨
派
辨
京
庫
歳
需
。
異
存
留
供
億
諸
費
。
以
及
土
貢
方

　

物
。
悉
併
篤
一
條
。
皆
計
畝
徴
銀
。
折
辨
於
官
。
・
（
明
史
七

‘
八
、
食
貨
二
、
賦
役
）

の
如
く
、
凡
ゆ
る
税
仰
７

　
　
　
　
　

⑩

鞭
法
運
動
が
、
江
南
各
地
に
１
　
り
始
め
、

　

我
糧
之
中
。
歓
項
甚
多
。
除
本
色
外
。
有
金
花
、
簑
役
、
穀

　

草
、
公
侯
俸
禄
、
本
色
布
疋
。
揚
州
淮
安
壽
毫
等
州
啓
妙
。

　

馬
役
等
銀
。
以
時
加
撥
。
則
叉
有
練
兵
。
有
大
工
。
有
貼
役
。

　

總
之
皆
徴
於
秋
糧
者
。
（
天
下
郡
國
利
病
書
二
三
、
江
南
十

　

一
、
武
進
瓢
志
、
徴
輸
）

と
唐
鶴
徴
の
言
ふ
如
く
、
秋
糧
中
に
凡
ゆ
る
名
目
の
税
銀
七
附

加
し
て
納
め
し
め
る
に
至
る
や
、
こ
れ
に
反
對
す
る
左
の
如
き

意
見
も
あ
っ
た
が
、

　

（
嘉
靖
）
三
１
　
七
年
奏
准
。
天
下
正
賦
。
戸
給
青
由
。
先
開
田

　

畝
。
糧
石
男
分
本
色
金
花
折
銀
。
使
民
周
知
輸
納
。
共
一
時

　

‘
加
涙
。
不
得
混
入
。
（
明
世
法
録
三
九
賦
役
、
審
編
賦
役
）
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等
と
金
花
折
銀
を
、
、
本
色
に
對
す
る
折
色
の
意
味
に
用
ひ
て
、

　
　
　

天
下
の
正
賦
を
分
っ
の
有
様
と
な
っ
て
は
、
即
ち
最
早
金
花
銀

　
　
　

な
る
名
将
は
、
南
直
隷
の
蘇
松
地
方
の
特
将
か
ら
狸
展
し
て
、

　
　
　

普
遍
的
な
名
孵
と
な
っ
て
来
て
ゐ
る
事
が
明
か
で
あ
ら
う
。
又
、

　
　
　

こ
れ
ら
の
新
税
法
の
賓
施
の
結
果
、

　
　
　

・
自
隆
慶
以
前
。
各
以
分
散
派
之
で
税
糧
）
。
糧
長
總
１
　
分
篤

　
　
　
　

孝
。
如
金
花
居
十
分
之
九
。
各
項
（
之
銀
）
各
居
十
分
之
九
。

　
　
　
　

則
亦
無
論
糧
長
収
之
多
少
。
而
各
十
分
之
幾
焉
金
花
。
幾
篤

　
　
　
　

各
項
。
（
天
下
郡
國
利
病
１
　
二
十
三
、
江
南
十
一
、
武
進
路

　
　
　
　

志
、
徴
翰
）

　
　
　

の
如
く
、
税
詞
銀
の
１
　
分
の
幾
何
を
金
花
銀
と
し
て
京
へ
送
る

　
　
　

江
府
志
、
に
至
り
、
又

　
　
　
　

寵
公
恂
鵬
按
浙
。
改
作
一
條
編
法
。
最
柄
簡
便
直
捷
。
但
於

　
　
　
　

平
米
止
分
本
色
米
折
色
銀
雨
項
。
里
排
徴
之
於
納
戸
。
而
路

　
　
　
　

官
涙
之
於
各
色
。
（
天
下
郡
國
利
病
書
ニ
１
　
Ｉ
、
江
南
九
、
松

　
　
　
　

江
府
志
、
査
一
條
編
之
故
）

　
　
　
　

卯
ち
凡
て
の
税
銀
を
金
花
銀
と
も
一
に
し
て
折
色
銀
と
名
付

　
　
　

け
て
徴
収
す
れ
ば
、
種
々
な
る
名
目
の
煩
な
く
、
民
衆
は
た
ｔ

　
　
　

本
色
米
と
折
色
銀
と
を
知
れ
ば
事
足
り
る
。
か
く
て
従
来
の
折

Ｂ

　

糧
銀
と
し
て
の
金
花
銀
は
民
間
に
忘
れ
ら
れ
て
行
っ
た
・
新
官

は
そ
の
徴
牧
ぞ
る
銀
の
幾
割
か
を
金
花
銀
と
銘
打
っ
で
、
内
庫

へ
逞
る
の
み
で
あ
る
。

　

顧
炎
武
が
明
代
折
銀
の
事
を
述
べ
て
後
に
、

　

相
傅
至
今
。
而
國
家
所
収
之
銀
。
不
復
知
其
篤
米
矣
。
（
日

　

知
録
十
一
、
、
銀
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

と
、
明
末
清
初
の
人
々
に
取
っ
て
、
最
早
や
折
糧
銀
は
忘
れ
ら

れ
て
了
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
金
花
銀
は

　

正
統
元
年
。
。
始
自
南
京
改
解
内
庫
。
歳
以
百
萬
篤
額
ヾ
嗣
後

　

除
折
放
武
作
之
外
。
皆
篤
御
用
。
（
萬
暦
會
典
三
１
　
、
戸
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

　

十
七
、
庫
蔵
一
、
内
府
庫
）

と
見
ゆ
る
皇
室
の
御
用
費
た
る
意
味
が
隅
く
表
面
に
押
し
出
さ

れ
、
且
つ
天
下
に
普
及
し
て
、
明
賓
録
に
も
隆
慶
以
後
此
の
意

味
で
用
ひ
ら
れ
る
も
の
も
現
れ
て
来
た
。

　

さ
れ
ば
明
末
天
啓
の
時
に
は
、
浙
江
江
西
湖
廣
禰
建
廣
東
庫

西
徽
州
蘇
州
松
江
常
州
か
ら
、
折
糧
銀
と
は
別
に
承
蓮
庫
金
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

銀
が
北
京
へ
送
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　

四
．

　

正
統
元
年
以
来
田
賦
を
折
銀
し
て
内
承
運
庫
へ
入
れ
し
め
、

武
臣
の
俸
祗
の
一
部
を
そ
の
中
か
ら
折
給
す
る
外
は
、
全
て
宮

中
の
費
用
と
し
た
が
、
収
納
銀
の
堵
加
か
ら
正
統
七
年
に
至
つ
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ぐ

ぉ

　

て
銀
を
専
ら
貯
ふ
る
太
倉
庫
を
建
て
、

　
　
　
　

各
直
省
減
剰
塵
米
。
１
　
庫
中
綿
絲
絹
布
及
馬
草
曼
課
開
税
。

　
　
　
　

凡
折
銀
者
皆
入
太
１
　
庫
。
籍
没
家
財
慧
貴
田
産
追
収
店
銭
援

　
　
　
　

例
上
納
者
亦
皆
入
焉
。
（
明
史
七
九
食
貨
三
倉
庫
）

　
　
　

之
を
銀
庫
と
も
栢
し
た
。

　

こ
の
大
倉
庫
の
蓄
積
は
ヽ
天
順
の
頃
か
ら
江
北
に
も
折
銀
令

を
布
く
に
至
っ
て
漸
次
身
心
げ
、
叉
そ
の
後
益
々
銀
の
流
通
が

旺
ん
と
な
る
に
及
ん
で
、

　

近
来
各
處
有
司
。
腹
格
不
用
。
一
切
徴
銀
。
（
明
賓
録
成
化
二

　

十
三
年
１
　
月
庚
子
）

の
有
様
で
あ
っ
た
か
ら
、
銀
は
國
庫
牧
支
の
上
に
確
固
た
る
地

位
を
占
め
る
と
共
に
、
大
１
　
庫
へ
盛
ん
に
流
入
す
る
に
至
っ
た
。

加
ふ
る
に
弘
治
の
初
に
は
、
撫
商
人
を
し
て
悉
く
銀
に
て
翰
せ

し
５
　
等
、
凡
ゆ
る
方
法
を
講
じ
て
銀
の
集
中
を
計
っ
た
か
ら
、

遂
に
大
倉
庫
の
積
銀
は
八
百
萬
雨
を
越
え
、
中
庫
の
外
に
外
庫

を
設
け
、
中
庫
を
老
庫
と
さ
へ
栃
し
て
そ
の
銀
を
深
く
蔵
す
る

　
　
　

⑩

に
至
っ
た
。

　

然
る
に
一
方
、
宮
中
に
於
け
る
諸
費
及
び
賞
賜
等
の
支
出
も

身
大
し
、
そ
れ
を
錆
ふ
内
庫
銀
の
不
足
か
ら
、
成
化
十
七
年
十

ブ
月
大
倉
庫
の
銀
三
十
萬
爾
を
取
っ
て
内
承
迩
庫
へ
入
れ
る
に

至
っ
‰
そ
の
後
猶
ほ
宮
中
の
支
出
は
。
増
加
の
一
路
を
取
郷
、

弘
治
の
時
に
は
常
に
大
倉
庫
銀
を
取
っ
て
楠
ふ
有
様
で
あ
り
、

此
の
頃
か
ら
浙
く
國
家
會
計
の
支
出
も
喰
大
し
て
、
財
政
上
の

論
議
を
惹
起
す
る
に
至
っ
た
。
弘
治
１
　
五
年
各
ト
月
戸
部
が
天

下
會
計
の
撒
を
上
っ
た
時

　

正
統
以
前
。
國
家
費
用
減
省
。
民
之
輸
納
。
不
出
常
額
之
外
。

　

自
景
泰
至
今
。
供
用
口
盛
。
往
往
於
額
外
加
徴
。
（
中
略
）
往

　

者
時
歳
豊
登
。
運
河
易
達
。
座
方
無
調
良
。
州
親
無
流
徒
。

　

有
司
得
以
籍
先
年
之
積
。
制
一
歳
之
用
。
今
大
倉
無
数
年
之

　

積
。
而
冗
食
日
加
予
前
。
内
帑
訣
見
年
之
刑
。
而
給
費
日
加

　

于
後
。
郡
親
旱
流
之
不
時
。
過
方
踏
給
之
不
已
。
萬
一
漕
運

　

遅
誤
。
逡
郡
有
警
。
則
京
儲
求
歳
入
三
百
七
十
萬
之
敷
。
過

　

餉
須
四
百
萬
附
之
銀
。
亦
已
難
矣
。
（
明
青
４
　
弘
治
十
五
年
冬

　

十
月
辛
酉
）

と
奏
上
し
、
重
臣
等
を
し
て
會
議
せ
し
め
よ
と
結
ん
で
ゐ
る
。

時
に
叉
署
承
運
庫
大
監
龍
綬
等
は
、
・
内
承
運
庫
の
費
用
金
五
千

≒礪
百
八
１
　
萬
雨
を
工
面
す
る
篤
め
、
方
法
を
講
ぜ
ん
事
を
奏

十
八
年
戸
部
狗
書
韓
文
等
も

對
策
を
講
ぜ
よ
と
乞
う
た
の
で
あ

又
宮
室
財
政
の
支
出
激
。
喰
に

⑩

　
　
　
　
　

‘

る
。
此
の
宮
室
財
政
の
膨
脹

は
遂
に
内
帑
支
出
の
項
を
、
國
家
財
政
支
出
の
項
へ
移
行
せ
し
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jお

め
る
に
至
っ
た
。
即
ち
正
徳
元
年
秋
七
月
の
戸
部
侭
書
韓
文
の

上
奏
に
、

　

往
者
孝
廟
登
極
。
賞
賜
悉
出
内
帑
。
戸
部
止
湊
銀
三
十
節
萬

　

所
。
今
則
銀
一
百
四
４
　
　
餓
萬
。
皆
自
戸
部
出
矣
。
往
者
内
府

　

成
造
金
冊
。
皆
取
諸
内
庫
。
今
則
戸
部
節
進
過
一
萬
四
千
八

　

百
餓
所
矣
。
（
明
資
録
正
徳
元
年
秋
七
月
哭
未
）

と
あ
る
。

　

か
く
て
宮
室
財
政
と
國
家
財
政
と
の
混
既
甚
し
く
な
る
と
共

に
、
盆
々
内
帑
の
喰
大
を
来
た
し
、
大
倉
庫
の
み
た
ら
す
他
庫

よ
り
も
、
銀
を
取
入
れ
る
に
至
っ
だ
の
が
正
徳
年
間
の
状
態
で

あ
っ
た
。

　

大
監
李
槃
似
旨
。
取
太
倉
銀
庫
銀
二
百
萬
・
大
僕
寺
馬
價
十

　

五
萬
所
。
貯
于
内
承
運
庫
。
（
明
賓
録
正
徳
二
年
八
月
戊
寅
）

こ
れ
そ
の
一
例
で
あ
る
。
正
徳
ま
で
は
不
時
に
牧
取
し
た
が
、

嘉
靖
二
１
　
八
年
に
至
る
と
、
戸
部
か
ら
定
期
的
に
八
萬
所
づ
ｘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＠

年
四
回
印
ち
年
額
三
十
二
萬
附
士
内
庫
へ
入
れ
し
め
る
に
至
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

号

哭
萬
暦
六
年
に
は
買
辨
銀
二
十
萬
附
を
毎
歳
取
る
等
、
頻
り
に

銀
を
内
庫
へ
取
り
入
れ
た
。
嘉
靖
の
頃
北
逡
急
を
告
げ
、
南
海

哭
騒
々
し
く
、
加
ふ
る
に
天
災
地
鍵
頻
り
の
非
常
時
と
な
り
、

そ
の
経
費
支
出
の
激
。
堵
に
よ
り
、
加
ふ
る
に
内
帑
の
浪
費
哭
甚

　

し
く
、
流
石
の
老
庫
を
以
て
知
ら
れ
た
太
倉
庫
も
、
嘉
靖
の
初

　

め
に
は
八
百
萬
雨
よ
り
百
二
十
萬
爾
に
激
減
』
更
に
萬
暦
に

　

は
空
を
告
げ
る
に
至
っ
た
。
南
京
戸
部
庫
銀
八
萬
所
を
太
倉
庫

　

へ
移
管
し
た
晦
、
御
史
四
人
を
天
下
に
分
行
せ
し
め
て
、
各
省

　

庫
蔵
を
括
取
す
ら
等
の
姑
息
な
手
段
で
は
、
如
何
と
も
な
し
得

　

た
か
っ
た
。

　
　

此
の
太
倉
庫
の
訣
乏
、
換
言
す
れ
ば
國
庫
の
窮
乏
は
、
や
が

　

て
そ
れ
を
救
は
ん
と
す
る
根
本
的
な
對
策
が
講
ぜ
ら
れ
ね
ば
な

　

ら
な
い
。
こ
ｘ
に
財
政
経
済
に
對
す
る
諸
人
の
開
心
を
高
め
、

　

又
室
虚
な
理
論
よ
り
も
賓
効
を
重
ん
す
る
所
の
経
世
賓
用
の
思

　

想
が
、
明
末
の
祀
會
を
風
榔
す
る
に
至
っ
た
。
か
く
て
財
政
窮

　

乏
を
救
ふ
べ
き
方
法
と
し
て
、
程
々
の
税
制
改
革
が
叫
ば
れ
、

・
又
そ
れ
を
賓
施
す
る
者
も
多
か
っ
四
。
前
に
述
べ
た
一
條
鞭
法

　

運
動
も
、
叉
有
名
た
る
萬
暦
初
年
の
土
地
丈
量
も
、
か
ｘ
る
現

　

障
か
ら
生
れ
出
で
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

右
の
如
く
、
正
徳
の
頃
か
ら
國
家
財
政
と
宮
室
財
政
と
の
混

　

淆
を
生
じ
、
且
つ
財
政
が
問
題
と
な
っ
た
此
の
明
末
飲
會
に
於

　

て
は
、
中
央
地
方
の
別
な
く
ご

　

印
内
帑
銀
と
考
へ
、
そ
の
由
来
や
性
質
を
知
ら
ざ
る
に
至
っ

　

た
。
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是
時
九
迫
訣
餉
。
（
中
略
）
諸
臣
多
以
借
川
金
花
銀
所
篤
請
。

　
　

戸
科
給
事
中
官
憲
震
。
言
之
狽
悉
。
其
略
謂
。
（
中
略
）
子
粒

　
　

金
花
之
原
皆
篤
燈
餉
也
。
（
明
変
録
萬
暦
四
二
年
正
月
丁
卯
）

　
　

卸
ち
こ
の
時
、
金
花
銀
に
つ
い
て
は
諸
臣
中
、
官
庶
震
の
み

　

が
詳
し
か
っ
た
と
し
、
又
趙
世
卿
が
「
人
々
は

　
　

不
知
金
花
自
定
額
」
（
皇
明
経
世
文
篇
趙
司
農
停
買
辨
疏
）
。

　

と
し
て
ゐ
る
如
き
、
そ
れ
を
察
せ
し
め
よ
５
　
。

　
　

而
も
弘
治
の
頃
か
ら
問
題
と
た
っ
た
内
帑
は
、
そ
れ
が
隆
慶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

　

に
な
る
と
屡
々
論
争
の
種
と
な
り
、
人
々
の
開
心
を
高
め
た
。

ｆ
こ
れ
隆
慶
以
後
明
賓
節
の
記
載
に
金
花
銀
の
名
を
止
め
た
所
以

　

で
あ
ら
う
。
さ
れ
ば
こ
そ
此
の
頃
か
ら
金
花
銀
の
定
義
を
掲
げ

　

て
奏
上
を
な
す
者
も
現
れ
、
金
花
銀
の
研
究
も
起
る
に
至
っ
た
。

　
　

戸
科
都
給
事
中
石
庶
岳
題
。
金
花
銀
雨
変
小
民
惟
正
之
供
。

　
　

我
岨
宗
量
入
度
出
定
篤
一
百
萬
爾
之
制
。
云
々

　

（
明
賓
録
萬

　
　

暦
六
年
八
月
辛
巳
）

　
　

内
庫
者
。
掌
金
銀
粟
吊
茶
蝋
顔
料
之
泌
。
皆
篤
上
供
需
。
最

　
　

大
者
曰
金
花
銀
。
乃
國
初
所
謂
折
糧
銀
也
。
正
統
以
前
。
倶

　
　

解
南
京
。
供
武
臣
俸
禄
。
而
各
過
或
有
緩
急
。
間
亦
取
足
其

　
　

中
。
正
統
元
年
。
始
自
南
京
改
解
内
庫
。
歳
以
百
萬
篤
額
。

　
　

自
是
以
後
。
惟
放
折
武
俸
之
外
。
悉
篤
御
用
矣
。
（
古
今
治

の
萬
暦
七
年
戸
部
覆
議
）

　

右
に
よ
っ
て
金
花
銀
な
る
漑
念
の
雖
展
は
、
明
賓
録
の
記
事

を
中
心
と
し
て
一
座
の
解
祥
が
成
立
し
た
。
多
く
の
殷
會
事
象

は
他
の
も
の
と
常
に
複
雑
な
る
相
互
開
係
に
於
い
て
成
立
し
、

し
か
も
其
は
一
定
不
動
の
も
の
で
は
な
く
し
て
、
常
に
そ
の
生

成
疲
展
を
罷
め
な
い
。
従
っ
て
一
つ
の
言
葉
の
有
す
る
概
念
は
、

往
々
に
し
て
そ
の
成
立
富
初
と
そ
の
後
と
に
於
い
て
異
る
場
合

が
あ
る
。
金
花
銀
た
る
言
葉
も
亦
そ
の
例
に
洩
れ
な
か
っ
た
。

明
史
を
は
じ
め
明
書
や
明
史
藁
等
々
の
明
末
以
後
に
作
ら
れ
た

諸
史
の
記
事
か
ら
導
か
れ
る
諸
混
氾
は
、
そ
の
狸
展
過
程
を
述

べ
る
事
な
く
し
て
た
ゞ
漫
然
と
明
末
に
行
は
れ
た
定
義
を
引
用

し
た
所
に
胚
胎
す
る
と
結
論
を
下
さ
ゞ
る
を
得
な
い
。
撒
ほ
残

さ
れ
た
疑
問
は
多
々
あ
る
も
、
そ
れ
は
叉
他
日
を
期
し
た
い
。

註①
款
定
綾
文
献
通
考
巻
一
銭
幣
考

　

（
永
祭
）
九
年
四
月
守
聚
賓
門
千
。
戸
奏
。
有
民
入
城
検
其
行
李
得
金

　

鍋
及
銀
飯
錠
。
帝
問
刑
部
付
１
　
劉
狽
。
此
在
何
法
。
對
日
法
不
得

　

以
銀
交
易
。
百
姓
不
得
用
金
首
飾
。
帝
日
禁
民
交
易
服
用
。
―
何
嘗
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禁
其
蔵
蓄
。
特
命
還
之
。

　

４
の
服
用
、
畢
の
使
用
を
禁
じ
尤
事
を
、
‐
取
締
る
べ
き
役
人
さ
へ

　

も
金
銀
の
所
持
を
禁
す
る
事
と
同
一
祀
し
て
ゐ
記
。
さ
れ
ば
銀
を

　

以
て
租
税
を
納
め
る
事
は
、
禁
令
に
な
か
っ
た
が
勿
論
行
は
れ
な

　

か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

・

②
明
史
安
八
十
一
食
貨
五
銭
砂

　

英
宗
印
位
。
収
賦
有
米
寥
折
銀
之
令
。
逞
減
諸
納
飴
者
。
而
以
米

　

銀
銭
富
飴
。
弛
用
銀
之
禁
。
朝
野
串
皆
用
銀
。

④
今
一
々
記
・
事
を
引
用
す
る
の
煩
に
耐
え
な
い
が
、
欽
定
絞
文
鰍
通

　

考
に
は
、
そ
の
田
賦
考
と
鋳
幣
考
と
に
、
上
段
抜
き
の
見
出
と
し

　

て
ゐ
る
し
、
又
明
史
藁
や
明
書
、
明
史
に
も
夫
々
詳
し
い
定
義
を

　

載
せ
、
學
菊
類
稿
や
古
今
治
平
略
の
明
朝
記
事
に
も
叉
詳
し
い
。

　

そ
の
他
紀
録
素
編
中
の
諸
作
や
、
天
下
郡
國
利
病
書
、
そ
の
他
明

　

末
の
諸
史
に
も
多
く
散
見
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
を
以
て
し
て
如
何
に

　

関
心
が
持
た
れ
記
か
を
知
り
得
よ
う
。
日
本
で
は
済
水
泰
次
氏
の

　

「
明
代
に
於
け
る
租
税
銀
納
の
受
達
」
が
研
究
の
大
作
で
あ
る
。

④
こ
の
記
・
事
に
は
金
帛
と
あ
っ
て
銀
帛
と
は
な
い
。
併
し
、
こ
の
記

　

事
の
後
に
「
先
是
」
と
し
て
周
鈴
や
趙
新
の
奏
請
を
記
し
て
居
り

　

そ
れ
は

　
　

折
収
布
絹
白
金
。
赴
京
充
体
。

　

又

　
　

量
収
布
絹
或
白
金
。
類
鎗
成
錠
。
赴
京
師
以
准
宮
員
俸
祗
侃
便
。

　

と
あ
っ
て
、
白
金
印
ち
銀
の
事
を
言
ひ
、
そ
の
奏
請
の
結
果
と
し

　

て
の
受
令
で
あ
る
か
ら
、
此
の
金
帛
の
金
は
白
金
の
事
で
あ
る
は

　

明
か
で
あ
る
‘
。
周
詮
や
趙
新
等
の
上
奏
文
は
註
八
を
見
ら
れ
た
い
。

　
　

又
こ
の
賞
辞
の
記
事
に
よ
っ
た
と
思
は
れ
る
明
史
巻
八
十
一
食
貨

　
　

五
銭
紗
の
條
に

　
　

英
宗
印
位
。
牧
賦
有
米
番
折
銀
之
令
。

　

と
あ
り
、
之
が
銀
で
あ
る
事
は
動
か
せ
な
い
。

④
国
書
編
巻
三
十
五
練
兵
墾
田
の
條
に

　
　

東
南
熟
天
下
足

　
　
　
　

。

　
　

大
學
哲
義
補
巻
二
十
四
に

　
　

蘇
松
塾
天
下
足

　

と
あ
り
、
五
雑
俎
巻
三
に

　
　
　

三
男
賦
税
之
重
甲
於
天
下

　

と
言
ふ
。

④
明
史
巻
七
十
八
食
貨
二
賦
役
の
條

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

　
　

初
太
限
定
天
下
。
（
中
略
）
惟
蘇
松
嘉
湖
。
怒
其
総
張
士
誠
守
。

　
　

乃
籍
諸
豪
族
及
富
民
田
。
以
総
官
田
。
按
私
租
簿
篤
稔
額
。
（
中

　
　

’
略
）
大
抵
蘇
最
重
。
嘉
湖
次
之
。
杭
又
次
之
。

⑦
嘉
靖
三
年
刊
の
上
海
懸
志
泰
之
二
、
戸
役
に

　
　

『
宣
徳
』
八
年
（
周
）
恍
奏
定
加
耗
折
徴
例
。
其
加
耗
（
中
略
）
。
。
其

　
　

。
折
徴
金
花
銀
一
雨
一
銭
准
平
米
四
石
六
斗
或
四
石
四
斗
。

　

と
あ
り
い
之
は
周
文
襄
年
譜
に
採
っ
た
と
註
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
周

　

文
襄
年
譜
が
弘
治
嘉
靖
間
の
人
顧
洽
の
著
で
あ
る
事
は
、
紀
録
彙

　

編
所
収
の
四
友
斉
叢
脱
摘
抄
三
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
。
天
下
郡

　

國
利
病
書
倦
二
十
一
江
南
九
松
江
府
志
の
條
に
も
、
之
’
と
同
じ
記

　

事
あ
り
。

　
　
　
　
　
　

‘

⑤
。
明
賞
録
正
統
元
年
八
月
庚
辰

　
　

都
察
院
右
副
都
御
史
周
鐙
奏
。
行
在
各
衛
官
員
俸
糧
。
在
南
京
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者
。
差
官
支
給
。
本
瑶
便
利
。
但
差
末
者
。
聘
各
官
饌
米
。
貿

　
　

易
物
貨
。
貴
賓
賤
酬
。
十
不
及
一
。
朝
廷
虚
費
胴
祗
。
各
官
不

　
　

得
官
窓
。
請
今
各
該
部
分
議
。
計
歳
締
之
数
。
于
浙
江
江
西
湖

　
　

廣
南
直
隷
不
通
舟
揖
之
處
。
喬
隨
土
産
。
折
牧
布
絹
白
金
。
赴

　
　

京
充
体
。

　
　

叉
同
條
に
っ
ｖ
≫
い
て

　
　
　

巡
撫
江
西
侍
郎
趙
新
亦
言
。
江
西
風
顧
有
鮭
居
深
山
不
通
舟
枇
・

　
　
　

歳
會
金
帛
。
于
洒
津
之
處
。
易
米
上
納
南
京
に
遇
米
貴
。
其

　
　
　

費
不
竹
。
今
行
在
官
は
体
０
　
。
于
南
京
支
給
。
往
返
努
費
。
不

　
　
　

得
賞
用
。
請
令
江
西
風
噺
。
景
枚
布
絹
。
或
自
金
。
類
鉛
成
錠
。

　
　
　

混
赴
京
師
。
以
准
官
員
体
祗
篤
便
。

　

明
官
録
正
統
元
年
三
月
戊
子

　
　

少
保
装
戸
部
誓
書
黄
而
言
四
事
。
（
中
略
）
べ
行
在
術
所
軍
官

　
　

饌
米
。
倶
在
南
京
支
給
。
８
　
路
遠
無
力
混
同
。
多
予
北
京
賤
夏

　
　

異
人
。
食
祗
之
家
國
而
失
所
。
旋
鍛
派
江
南
。
路
遠
州
嘸
税
糧

　
　

内
。
照
数
佑
直
。
折
牧
銀
布
絹
殴
匹
。
解
赴
北
京
。
准
作
軍
官

　
　

月
俸
。

⑨
海
水
氏
は
、
こ
の
折
銀
令
の
江
南
普
及
を
、
景
泰
よ
り
も
す
っ
と

　

後
の
事
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
氏
の
「
明
代
に
於
け
る
租
税
銀
納
の
登

　

逍
」
七
十
八
頁
以
下
八
十
頁
）
が
、
蘇
松
地
方
で
は
景
泰
の
頃
一
時

　

金
花
銀
が
行
は
れ
な
か
っ
た
事
が
あ
る
事
は
、
本
文
の
後
方
及
註

　

十
三
に
於
・
て
説
く
通
り
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
頃
の
蘇
松
に
開
す
る

　

記
事
を
以
て
し
て
は
、
折
糧
銀
が
普
及
し
て
ゐ
な
か
っ
た
理
由
と

　

は
な
ら
な
い
。

⑩
太
倉
銀
庫
の
設
立
に
つ
い
て
は
、
明
書
の
本
紀
に
正
統
三
年
五
月

　

０
條
と
、
正
統
七
年
九
月
の
條
に
、
三

　

の
七
年
九
月
設
立
の
方
が
正
し
い
。
そ
れ
は
咀
史
や
貴
翰
や
國
朝

　

憲
章
類
編
等
が
仝
で
七
年
に
か
け
て
ゐ
る
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
ら

　

う
。
但
し
七
半
の
何
月
か
は
、
叉
諸
書
に
よ
っ
て
異
る
。

⑨
明
貴
翰
弘
治
十
六
年
九
月
甲
子
の
條
に
も
江
南
折
銀
例
な
る
句
が

　

見
え
て
ゐ
る
。

　

江
北
に
於
い
て
も
折
銀
の
行
は
れ
始
め
だ
の
は
、
天
順
の
頃
か
ら

　

で
、
明
貴
翰
天
順
二
年
閏
二
月
己
卯
に

　
　
　

命
山
西
布
政
司
。
於
所
賜
今
歳
該
徴
秋
糧
内
。
折
収
一
十
萬
石

　
　
　

毎
糧
一
雨
折
米
四
石
。

　

と
あ
り
、
大
鼓
江
南
折
糧
銀
と
同
じ
換
算
串
を
採
っ
た
が
、
吽
し

　

之
は
今
歳
に
限
ら
れ
仁
臨
時
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
然
る
に
成
化

　

の
頃
に
な
る
と
、
江
北
の
折
銀
も
恒
久
的
な
も
の
と
な
っ
て
末
だ

　

が
、
そ
の
折
銀
の
換
算
串
は
江
南
と
異
っ
て
ゐ
る
。

　
　
　
　

。

　
　
　

（
ぎ
敏
篤
戸
部
誓
書
。
井
請
畿
輔
山
西
映
匯
州
噺
歳
輪
糧
各
澄

　
　
　

者
。
毎
糧
一
石
微
銀
一
雨
。
以
十
九
輪
浚
。
（
欽
定
綾
文
献
涯

　
　
　

考
泰
二
田
賦
考
）

　

赦
に
こ
そ
成
化
の
頃
に
は
、
糧
四
石
が
銀
一
雨
と
云
ふ
換
算
串
は

　

江
南
稿
特
の
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

⑩
加
耗
が
正
賦
の
外
に
加
へ
ら
れ
た
の
は
、
早
く
宣
徳
以
来
の
事
で

　

あ
る
は
言
ふ
迄
も
な
か
ら
う
。
（
萬
暦
雅
典
脚
耗
軽
膏
の
條
參
照
）

　

而
し
て
時
々
そ
の
耗
米
則
例
は
僥
改
さ
れ
て
ゐ
る
。
成
化
十
年
に

　

も
加
耗
が
更
定
さ
れ
た
事
は
明
責
録
に
見
え
て
ゐ
る
。
’

⑩
明
貴
録
景
泰
五
年
六
月
丁
未

　

太
子
太
保
翁
吏
部
付
１
　
翰
林
院
學
士
王
文
奏
。
近
以
直
隷
諸
處
被
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災
。
命
臣
撫
安
眠
邱
。
聴
臣
便
宜
處
き
。
訪
知
蘇
松
常
僕
四
府
稔

　

根
。
常
例
起
邁
兌
軍
之
外
。
毎
正
雄
四
石
牧
銀
一
晦
。
解
京
備
用
。

　

近
戸
部
嬰
於
徐
淮
二
處
。
廣
稜
糧
儲
。
不
准
折
銀
。
倶
令
微
米
。

　

又
明
史
】
百
六
十
八
王
文
傅

　

（
景
泰
）
五
年
三
月
江
淮
大
水
。
復
命
巡
祀
。
先
是
蘇
松
常
摸
四
府
。

　

糧
四
石
折
白
銀
一
雨
。
民
以
焉
便
。
後
戸
部
復
徴
米
。
令
楡
徐
淮

　

几
一
百
十
饒
萬
石
。

⑨
嘉
靖
三
年
刊
上
海
螺
志
巷
二
戸
役
。
天
下
郡
國
利
病
書
巻
二
十
一

　

松
江
府
志
田
賦
加
減
額
敷
。

⑩
同
右
。

⑩
⑥
同
右
。

⑩
嘉
靖
七
年
江
南
宜
興
螺
の
知
噺
丁
謹
等
の
奏
文
に

　
　
　

又
思
金
花
銀
雨
間
自
細
布
軽
蜜
。
原
係
奏
請
。
以
給
宜
興
武
進

　
　
　

者
。
亦
乞
練
行
巡
撫
倚
門
。
金
花
銀
雨
毎
雨
照
荷
折
米
二
石
。

　
　
　
　

（
天
下
郡
國
利
病
書
巻
二
十
四
江
南
宜
興
瓢
志
）

　
　

’

　

天
下
郡
國
利
病
書
巻
二
十
二
、
江
南
・
十
華
亭
噺
志
田
賦
の
條
。

　
　
　

正
徳
六
年
。
巡
撫
右
愈
都
御
史
張
鳳
。
復
論
糧
加
耗
井
銀
布
折

　
　
　

徴
菖
例
（
中
略
）
今
者
金
花
銀
不
過
一
石
九
斗
。
（
中
略
）
今
後
派

　
　
　

微
銭
糧
。
倶
照
先
年
周
肯
書
所
行
則
例
。
（
中
略
）
毎
銀
一
雨
折

　
　
　

米
四
石
。
（
下
略
）

　

か
く
て
銀
一
雨
米
四
石
の
奮
例
に
復
し
た
の
で
あ
る
。

⑩
清
水
氏
「
明
代
に
於
け
る
租
税
銀
納
の
凌
建
」
所
引
の
端
簡
鄭
公

　

策
學
の
均
稔
の
條
。

⑩
一
條
鞭
法
運
動
と
は
、
正
徳
の
頃
か
ら
起
Ｊ
:
＾
始
め
た
種
々
の
税
制

　

改
革
案
を
總
将
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
條
鞭
法
と
は
、
種
々
の
銀

　

納
租
税
を
種
々
の
名
目
に
て
取
り
立
て
る
事
を
や
め
、
穏
銀
概
を

　

總
計
し
て
、
之
を
田
畝
敷
に
割
り
宛
て
Ａ
徴
せ
ん
と
す
る
方
法
、

　

又
は
こ
の
總
計
額
を
税
糧
の
額
に
割
宛
て
ゝ
徴
せ
ん
と
す
る
方
法

　

等
種
々
な
方
法
の
總
構
で
あ
る
。
巾
國
近
代
経
済
史
集
刊
四
巻
一

　

期
所
収
梁
方
仲
氏
の
「
一
條
鞭
法
」
に
詳
し
い
。

◎
明
の
會
典
は
云
ぶ
迄
も
な
く
弘
治
十
五
年
に
成
り
、
正
徳
四
年
に

　

重
校
さ
れ
、
嘉
靖
八
年
萬
暦
四
年
夫
々
績
修
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

　

予
は
未
だ
萬
暦
會
典
を
見
仁
に
過
ぎ
ず
、
弘
治
會
典
の
記
事
が
之

　

｀
と
同
一
か
疑
問
に
賜
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
よ
り
生
す
る
諸
問
題
は
他

　
　

日
を
期
し
た
い
。

⑩
皇
明
世
法
録
巻
三
十
四
理
財
各
省
銀
庫
の
條
に
載
せ
て
ゐ
る
天

　

啓
年
戸
部
勘
定
銭
糧
總
冊
に
よ
る
。

⑩
太
倉
庫
の
設
置
に
つ
い
て
註
十
參
照
。

⑩
江
北
に
折
銀
令
の
布
か
れ
た
事
は
註
十
一
參
照
。

⑩
明
史
巻
八
十
食
貨
四
護
法

　
　
　

弘
治
五
年
（
中
略
）
戸
部
伺
書
葉
洪
請
。
召
商
納
銀
。
浬
司
塚
解

　
　
　

太
倉
。

⑩
明
史
巻
七
十
九
食
貨
三
倉
庫

　
　

初
太
倉
中
庫
積
銀
八
百
鈴
萬
雨
。
績
牧
者
貯
之
雨
庶
。
以
便
支

　
　

登
。
而
中
庫
不
動
。
途
以
中
庫
燧
老
庫
。
落
庶
錫
外
庫
。

⑩
本
論
に
於
い
て
内
庫
と
内
承
逞
庫
を
同
義
に
取
扱
つ
て
ゐ
る
が
、

　
　

云
ふ
迄
も
な
く
内
承
涯
庫
は
内
庫
中
の
一
で
、
主
と
し
て
宮
室
費

　
　

用
と
し
て
の
銀
を
貯
へ
た
の
で
あ
る
。

　
　

明
貴
報
成
化
十
七
年
一
月
戊
子
。

　
　

れ
太
倉
銀
三
十
萬
雨
。
入
内
承
運
庫
供
用
。
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～
弘
治
十
五
年
各
十
月
辛
酉
戸
部
の
天
下
會
計
数
上
奏
中
に

　
　
　

又
如
内
水
痙
市
。
（
中
略
）
近
年
累
碓
不
足
。
金
則
以
税
糧
折
納
。

　
　
　

及
於
京
市
買
過
八
千
三
百
八
十
六
雨
有
奇
。
五
次
取
太
倉
服
。

　
　
　

共
一
百
九
十
五
萬
雨
。
甚
至
将
河
西
務
紗
回
船
料
改
擬
折
鍍
。

　
　
　

迎
納
光
祗
寺
。
先
年
命
‥
派
厨
料
牲
口
。
各
有
定
数
。
共
足
一
歳

　
　
　

供
用
。
近
来
数
次
借
太
倉
鏝
。
共
十
萬
三
千
四
百
三
十
四
雨
。

⑩
明
賓
録
弘
治
十
八
年
五
月
荷
亥

　
　
　

初
碧
水
逼
庫
太
監
龍
綬
等
奏
。
大
行
皇
帝
喪
葬
用
度
清
繁
。
叉

　
　
　

今
方
将
雄
行
徽
狐
井
大
婚
等
級
。
須
川
金
五
千
雨
。
給
賞
内
外

　
　
　

官
員
人
等
。
須
用
服
一
百
八
十
萬
雨
有
奇
。
庫
中
所
積
不
多
。

　
　
　

竹
預
行
値
處
。

⑩

　

弘
治
十
八
年
。
戸
部
誓
書
韓
文
乞
。
勅
重
臣
公
同
計
議
。
京
通

　
　
　

糧
儲
支
費
日
樹
。
如
何
節
之
。
使
不
濫
費
口
太
倉
銀
川
自
損
日

　
　
　

滋
。
如
何
制
之
。
使
得
充
賞
。
内
庫
告
乏
。
累
報
天
下
銀
雨
。

　
　
　

以
賞
之
。
然
陪
賓
陪
虚
。
何
以
得
常
賞
。
府
緩
急
之
不
恨
。
厨

　
　
　

料
銃
用
。
累
借
別
項
銀
。
以
給
之
。
然
隨
給
陪
銃
。
何
以
得
減

　
　
　

竹
。
而
民
困
之
少
蘇
。
（
國
朝
典
彙
一
百
二
巻
、
査
理
各
項
銭
糧
）

（
剛
）
明
穴
録
嘉
靖
二
十
八
年
四
月
壬
戌

　
　
　

内
府
承
温
庫
奏
。
「
銃
秋
冬
二
季
官
軍
折
体
。
開
造
什
器
欽
賞
等

　
　
　

銀
三
十
萬
爾
。
速
富
茲
處
。
」
戸
部
言
。
「
今
日
帑
減
空
乏
。
且
訪

　
　
　

娘
修
逢
諸
費
。
動
以
萬
計
。
指
辨
甚
該
。
」
上
目
。
「
二
季
弥
銀
皿

　
　
　

令
内
庫
給
登
。
今
後
戸
部
宜
按
季
進
銀
於
庫
開
支
。
」
毎
季
以
八

　
　
　

萬
認
串
。
定
総
例
。

⑩
明
史
倦
七
十
九
食
貨
三
倉
庫
、
學
惹
類
稿
明
食
貨
志
倉
庫
、
等
種

　

種
の
書
に
見
ゆ
。

⑩
右
註
の
明
史
同
條
。

＠
明
賞
蜂
嘉
璃
十
七
年
十
二
月
已
巳
。

　
　
　

以
太
倉
銀
市
告
乏
。
命
取
南
京
戸
部
庫
銀
八
萬
雨
。
賞
之
。

⑩
明
賞
蜂
降
慶
元
年
五
月
壬
中

　
　
　

戸
部
消
遣
御
史
四
人
分
行
天
下
。
奉
勅
行
事
。
査
狸
各
川
所
積

　
　
　

多
寡
。
有
登
記
文
冊
。
一
備
御
覧
、
一
備
稽
考
。
（
中
略
）
従
之
。

　
　

明
賞
蜂
降
慶
四
年
八
月
辛
丑
。

　
　
　

戸
部
誓
書
張
守
直
言
。
（
中
略
）
近
者
澄
四
御
史
。
括
天
下
府
蔵
。

　
　
　

二
百
年
所
積
者
。
河
謡
錯
之
太
介
。

⑩
明
史
俗
七
十
八
食
貨
二
賦
役
の
條
に
詳
し
い
。
引
用
す
べ
く
あ
ま

　
　
　

り
に
長
く
、
且
つ
煩
な
れ
ば
略
す
。

⑩
明
史
巻
七
十
九
食
貨
三
倉
庫

　
　

降
慶
中
数
収
穴
倉
銀
。
入
内
庫
。
承
逞
庫
中
Ｉ
。
至
以
空
劉
下

　
　

戸
部
収
之
。
廷
臣
疏
諌
。
皆
不
聴
。

　

明
穴
蜂
に
は
こ
の
疏
諌
せ
し
記
事
降
慶
萬
暦
に
多
い
・

⑩
是
時
九
遥
献
餉
。
（
中
略
）
諸
臣
多
以
借
用
余
花
銀
副
、
恰
消
。
戸

　

科
給
事
中
竹
臆
混
。
言
之
伺
悉
。
其
略
謂
。
（
中
略
）
子
粒
金
花
之

　

原
皆
篤
漫
餉
也
。
臣
査
會
典
于
内
府
庫
。
則
云
。
各
庫
所
掌
最
大

　

者
金
花
銀
。
印
國
初
所
折
襟
者
。
倶
解
南
京
。
供
武
臣
俸
祗
。
而

　

各
漫
或
有
緩
急
。
肉
亦
取
足
其
中
。
正
統
元
年
始
自
南
京
改
解
内

　

ポ
。
（
中
略
）
山
斯
以
言
是
金
花
銀
。
（
一
明
穴
蜂
萬
暦
四
二
正
月
丁
卯
）

　

査
得
臣
部
職
掌
。
歳
進
金
花
銀
一
百
萬
雨
。
坐
派
南
直
隷
蘇
松
等

　

府
。
及
浙
江
江
西
湖
廣
脳
建
廣
東
等
各
布
政
司
。
此
定
例
也
。

　

（
中
略
）
不
知
金
花
自
有
定
額
。
（
皇
明
経
世
文
編
、
趙
司
農
「
停
買

　

辨
疏
」
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
十
一
月
二
十
六
日
稿
了
）
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